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令和３年８月 27 日(金) ９時～10 時 45 分 

 
かごしまオハナビル 3 階大会議室・各施設リモート会場 

 

  公益財団法人慈愛会 看護部 
 

 



ＰＲＯＧＲＡＭ 
 

第１部 入選作品 表彰式                   ＜9:00～10:00＞ 

 

１．開会の挨拶 
 

２．理事長挨拶  

    

３．入選 13 作品 「このエピソードに込めた思い・私が伝えたいこと」  
 

４．総評  

     選考委員長 三角 みづ紀 先生    

 

５．選考結果発表     
 

６．選考委員代表挨拶  
 

７．理事長 講評 
 

８．受賞者挨拶 最優秀者  
 

 

 

第２部 心に届く慈愛の看護実践報告       ＜10:05～10:45＞ 

 

１．クリニカルラダーレベルⅤ実践報告 

 

 

２．心に届け！応援メッセージリレー 
    徳之島病院⇒ 奄美病院⇒ 鹿児島中央看護専門学校⇒ 谷山病院⇒ 愛と結の街⇒ 

いづろ今村病院⇒ 今村総合病院⇒ 法人事業本部 

 

 

3．閉会の挨拶                 

 

番号 病 院 テーマ 発表者 

1 谷山病院 おもいはとどいている 小湊 久留実 

2 今村総合病院 「看護を語ろう！ つなげよう！」 小倉 恵理佳 

3 いづろ今村病院 看護のきづき 宝地 舞子 

4 徳之島病院 相手を想いやる心～目くばり・気くばり・心くばり～ 鷺坂 のとみ 

5 愛と結の街 私達が大事にしている事～結～ 川﨑 友義 

6 奄美病院 ふたつの結～入院から在宅につながる慈愛の看護～ 平 真奈美 



入選作品 

 

１．裏技面会～コロナ禍で長期入院した母を回復に導いた愛ある面会法～ 
         鹿児島中央看護専門学校２年課程  福元 重子 

  

２．最期を看取ることの大事さ   
今村総合病院 榎本 時子 

 

３．「手」から伝わる看護の力 私の手は安心を伝えられていますか   
今村総合病院 内山 政子 

  

４．怒りの感情を表出された患者様との関わりの中で考えたこと 
   いづろ今村病院 仮屋 弥生 

 

５．クリスマスまでは生きたい  
～スピリチュアルペインに悲嘆するＫさんとの足跡～ 

          いづろ今村病院  平石 敬美 
   

６．１５分の別れ   
谷山病院 若松 りえ 

 

７．Ａちゃんの旅立ち  
谷山病院 山元 祐子 

   

８．忘れられない患者 ～言語障害のある患者との会話～ 
          谷山病院 木本 桃夏 
 

９．反省のある人生を送る ～ご利用者から学び気づけたこと～ 
       ヘルパーステーション結の街 園田 加奈 
 

10．大切なことを教えてくれた S さんの言葉 
       グループホーム愛と結の街 加納 美紀 
 

11．認知症病棟の患者さん  
奄美病院 福原 雅子 

 

12．「毎日こつこつ一生懸命」 
       徳之島病院  チェリー ティン 
 

13．まだ届けられていない慈愛 
       徳之島病院 桑水流 裕介 

  

三角 みづ紀（みすみ みづき）先生のご紹介 

1981 年鹿児島市生まれ。東京造形大学視覚伝達学科在学中に現代詩手帖賞、第1 詩集で中原中

也賞を受賞。第２詩集で南日本文学賞、歴程新鋭賞受賞。著書多数。執筆のほか朗読活動も精力

的に行い国内外の詩祭に招致される。近年は美術作品として詩を制作する等、あらゆる表現を現

代詩として発信している。第22 回（平成26 年）萩原朔太郎賞受賞。 


